
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

山
か
ら
製
材
工
場
・

合
板
工
場
へ
直
送
を
試
み
る
② 

２２ ００ １１ ３３ 年年

春春  号号  ｖｖｏｏｌｌ．．1155  
発発行行日日  ２２５５．．  ４４．．２２５５  三三三木木木ののの森森森林林林だだだよよよりりり

森
町
第
一
号 

森
林
経
営
計
画
樹
立
！ 

平
成
二
十
三
年
の
森
林
法

改
正
に
伴
い
、
皆
様
の
御
理

解
、御
協
力
に
よ
り
平
成
二
十

五
年
二
月
に
森
林
経
営
計
画

白
山
団
地
が
樹
立
し
ま
し
た
。

今
後
も
白
山
団
地
を
モ
デ

ル
地
区
と
し
て
、第
二
第
三
の

団
地
を
順
次
策
定
し
、樹
立
を

目
指
し
て
参
り
ま
す
の
で
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

本
計
画
地
区
は
周
智
郡
森
町
三
倉
の
北
端
に
位
置
し
浜
松

市
天
竜
区
春
野
町
に
隣
接
し
た
豊
富
な
森
林
資
源
を
有
し
て

お
り
、
水
源
林
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
地
域
で
す
。 

計
画
策
定
の
当
初
五
年
間
は
、
計
画
地
区
の
東
側
を
中
心
に

約
四
十
㌶
の
地
域
に
お
い
て
利
用
間
伐
及
び
木
材
を
搬
出
す

る
た
め
の
作
業
道
開
設
を
集
中
的
に
実
施
し
て
行
き
ま
す
。 

白
山
団
地
森
林
経
営
計
画
の
概
要 

 
 
 
 
 
 

白山団地を望む  

●

計
画
期
間 

平
成
三
十
年
一
月
末 

●

対
象
林
班 

一
八
・
一
九
林
班 

●

対
象
面
積 

149.19

㌶ 
●

参
加
者
数 

三
十
二
名 

●

間
伐
計
画 

45.68

㌶(

五
年
間) 

●
作
業
路
計
画 

六
路
線(

五
年
間) 

森
林
・
林
業
再
生
の
キ
ー
マ
ン 

認
定
森
林
施
業
プ
ラ
ン
ナ
ー
誕
生 

森
林
施
業
プ
ラ
ン
ナ
ー
協

会
は
、
日
本
の
森
林
・
林
業
再

生
に
必
要
な
高
い
能
力
を
有

す
る
地
域
の
森
林
管
理
の
担

い
手
と
し
て
、平
成
二
十
四
年

度
か
ら
新
た
に
資
格
認
定
制

度
を
創
設
し
、今
回
一
回
目
と

な
る
選
考
・
評
価
を
経
て
、
全

国
で
三
百
九
十
三
名
を『
認
定

森
林
施
業
プ
ラ
ン
ナ
ー
」と
し

て
認
定
し
ま
し
た
。 

当
組
合
の
職
員
鈴
木
啓
史

も
森
林
施
業
プ
ラ
ン
ナ
ー
か

ら『
認
定
森
林
施
業
プ
ラ
ン
ナ

ー
』
と
し
て
認
定
さ
れ
ま
し

た
。 プ

ラ
ン
ナ
ー
と
は
、複
数
の

森
林
所
有
者
を
取
り
ま
と
め
、

施
業
方
法
を
決
定
し
、現
場
技

術
者
へ
の
作
業
内
容
指
示
な

ど
の
実
行
管
理
を
一
括
し
て

行
う
中
心
的
存
在
。 

四
月
か
ら
森
林
管
理
の
担
い
手
と
し
て
活
動
す
る 

森林経営計画作成中 

 
 

県
内
各
地
で
利
用
間
伐
が

進
め
ら
れ
木
材
市
場
に
は
丸

太
が
溢
れ
、何
日
も
待
た
な
い

と
出
荷
し
た
木
材
が
市
に
掛

ら
な
い
状
態
が
続
い
た
。 

そ
の
よ
う
な
中
、今
回
で
二

回
目
と
な
る
静
岡
県
森
林
組

合
連
合
会
を
通
じ
て
市
場
に

丸
太
を
下
ろ
さ
ず
、県
外
の
合

板
工
場
に
杉
約
三
十
三
㎥
を

直
送
し
た
。 

三木の森林から約2,000㎥木材生産する 

架線による集材

地形が急峻で作業道の開設が難しい時

に使用価値が高い集材方法です。 
ワイヤーロープを空中に張って組み立

てた集材装置を使って一度に大量の木材

を林道脇まで集めてきます。また、高度

な設置技術を要するため、長年の勘と経

験値を要する。架線集材に頼らないと出

材出来ない山林が、まだ多く存在するた

め、次世代に技術を引き継ぐ必要がある。

（写真①：林道脇まで集材 写真②：集

材装置運転 写真③：宙を舞う木材） 

 
 
 
 
 

①

 
 
 
 
 
② 

 
 
 
 
 
 

③

車両系による集材 

地形が比較的緩やかな森林に重機で作業道を

開設し、林業機械が直接山林に進入して集材する

方法です。開設した作業道は次回の利用間伐時に

も有効に使用できるようになります。当組合も若

い労働力と機械化を進め、積極的に車両系による

集材方法を行っています。また、昨年度に開設し

た作業道は約2,500ｍになります。（写真④：作業

道脇の材木を積込む 写真⑤：開設した作業道で

木材を集積するスイングヤーダ） 

④ 

⑤ 

直
送
を
行
う
た
め
に
は
、
直

送
材
の
品
質
管
理
・
仕
分
け
を

行
う
広
い
場
所
が
求
め
ら
れ

る
。
今
回
も
森
町
大
鳥
居
に
あ

る
小
径
木
工
場
敷
地
を
仕
分

け
場
所
に
し
た
が
、
ト
レ
ー
ラ

ー
が
搬
入
出
可
能
な
場
所
（
山

土
場
及
び
中
間
土
場
）
が
必
要

と
感
じ
た
。
ま
た
、
今
後
も
直

送
を
視
野
に
入
れ
て
木
材
を

生
産
し
て
行
き
た
い
。

 
 
 
 
 
 

30㎥級ﾄﾚｰﾗｰ  

森
林
経
営
計
画
白
山
団
地
に
関
す
る
基
本
方
針

森町森林組合 
み  き            も  り 

鈴
木
啓
史 

三
十
三
歳
（
独
身
） 

県
立
農
林
大
学
校
を
経
て
平
成
十

六
年
に
就
職
。
以
来
、
間
伐
事
業
・
森

林
施
業
集
約
化
事
業
等
を
行
い
今
年
、

認
定
森
林
施
業
プ
ラ
ン
ナ
ー
に
認
定
。

 



す ぎ 

長さ

（ｍ）

末口径 

（ｃｍ） 
中 値 

１本当り 

単 価 
摘 要 

３．０ １６～１８ １０，０００円 ８７０円 柱目４寸 

２０～ １０，０００円 １，３２０円 中目 

４．０

１６～１８ ８，０００円 ９２８円 桁目４寸 

２０～２２ ８，０００円 １，４０８円 中目 

２４～２８ １４，０００円 ３，７８０円 中目 

６．０
１６～１８ １４，０００円 ２，７１６円 通し柱 

２０～２２ １７，０００円 ４，９３０円 通し柱 

ひ の き 
長さ 

（ｍ） 

末口径 

（ｃｍ） 
中 値 

１本当り 

単 価 
摘 要 

３．０ １６～１８ １４，０００円 １，２１８円 柱目４寸 

２０～２２ １３，０００円 １，７１６円 太角目 

４．０ 

１６～１８ １５，０００円 １，７４０円 土台目４寸 

２０～２２ １５，０００円 ２，６４０円 中目縁甲取 

２４～２８ １５，０００円 ４，０５０円 中目 

６．０ 
１６～１８ ２８，０００円 ５，４３２円 通し柱４寸 

２０～２２ ２３，０００円 ６，６７０円 通し柱太角 

購 買 情 報 
購買担当の富田が自信を持ってお勧めする

のが、森林香と携帯防虫器です。煙の量が違

い森林作業や農作業に最適です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆森  林  香 ￥１，１５５－ （30 巻入）

◆携帯防虫器 ￥１，１５５－ 

是非、お使い下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                 平成 ２５ 年  ４ 月 ２４ 日  
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                                              〒４３７－０２０８ 静岡県周智郡森町三倉８２６－２ 

                                              電話 ０５３８－８６－０２１１ ファックス ０５３８－８６－０２１２ 

                                        メールアドレス ｊｉｇｙｏｕ＠ｆｏｒｅｓｔ―ｍｏｒｉｍａｃｈｉ.or.jp 
三木

み き

の 森
も

林
り

だ よ り

森林組合からお知らせ 
●森林の土地の所有者届出制度について 

平成 23 年 4 月に森林法が改正され、平成

24 年 4 月 1 日以降、新たに森林の土地の所

有者となった方は、市町長への届出が義務付

けられました。土地所有者となった日から90
日以内で、森町役場産業課林政係に届け出て

下さい。  （☎0538－８５－６３１７） 
 

●組合員名簿等名義変更について 

所有森林で相続・取得・売却等が生じた際

には、組合員名簿及び出資証券の名義変更等

が必要となりますので、御連絡下さい。 
 
●伐採届について 

所有林の立木を伐採するには、伐採を開始

する 20 日前までに伐採届出書を町に提出が

必要となります。森林組合が所有者の代理人

となって提出することが出来ますので、お気

軽に御相談下さい。 

 

森林整備面積１５８ha 美林に仲間入り 

森林管理の重要な要となる

施業、間伐（本数調整伐）を

平成２４年度には、治山事業

６８ha、森の力事業２２ha、

県単独事業１９ha、県営林事

業１０ha、森林整備加速化林

業再生事業３０ha、町単独事

業３ha、財産区事業６ha、合

計１５８ha の森林整備を実施

し、新たに三木の森林・美林

に加わりました。 

整備前  
 
 
 
 

整備後

整備前 整備後 

   整備後の森林から治山事業

50㎥、県営林事業110㎥、森林

整備加速化林業再生事業で

1,050 ㎥、森の力再生事業 110

㎥、合計1,320 ㎥もの間伐材を

搬出しました。 

平成24年度 事業報告 暗い林内に光が差し込む 

あ
な
た
の
土
地
を
再
確
認 

山
林
の
地
籍
調
査
事
業 

４
年
目 

人
に
「
戸
籍
」
が
あ
る
よ
う
に

土
地
に
も
「
地
籍
」
が
あ
り
ま
す
。

地
籍
調
査
は
、
国
土
調
査
法
に

基
づ
き
、
一
筆
毎
の
土
地
に
つ
い

て
山
林
所
有
者
の
立
会
い
の
上

で
土
地
の
境
界
等
を
調
査
確
認

す
る
も
の
で
す
。 

当
組
合
で
も
平
成
二
十
二
年

度
よ
り
山
村
境
界
保
全
事
業
か

ら
地
籍
調
査
事
業
を
行
い
、
約
二

百
十
三
㌶
・
三
百
四
十
一
筆
の
境

界
を
確
定
し
て
き
ま
し
た
。 

今
年
度
は
、
森
町
三
倉
字
横

山
・
樽
奥
・
北
刈
・
下
刈
で
六
十

五
㌶
の
地
籍
図
、
地
籍
簿
の
閲

覧
。
東
山
・
千
束
・
ハ
ナ
ガ
ラ
・

川
又
で
六
十
五
㌶
の
測
量
。
ハ
ナ

ガ
ラ
・
柳
沢
・
湯
ノ
上
で
九
十
㌶

の
立
会
、
境
界
杭
設
置
を
予
定
し

て
い
ま
す
の
で
、
御
協
力
宜
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。 

地
籍
調
査
担
当
の
村
山
で
す
。
就
職
し
本
事
業
を
前
任
者
か
ら
引

き
継
い
で
一
年
が
経
ち
ま
し
た
。
思
い
起
こ
せ
ば
、
慣
れ
な
い
山
歩

き
か
ら
始
ま
り
、
希
少
動
物
・
美
し
い
草
花
と
の
出
会
い
が
あ
り
充

実
し
た
業
務
で
し
た
。 

一
番
印
象
に
残
っ
て
い
る
事
は
、
所
有
者
様
と
の
立
会
い
の
際

「
ご
く
ろ
う
さ
ん
」「
あ
り
が
と
う
」
と
労
い
と
感
謝
の
言
葉
を
頂

き
本
事
業
へ
の
責
任
感
を
よ
り
一
層
持
て
た
事
で
す
。
地
籍
調
査
の

重
要
性
を
御
理
解
頂
き
本
年
度
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

関
西
人
担
当
者 

奮
闘
記 

 

電子データ化 


